
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
本
部

は
、
２
月
７
日
（
水
）
に
福

岡
市
博
多
区
の
「
中
小
企
業

振
興
セ
ン
タ
ー
」
に
於
い
て
、

第
36
回
定
期
中
央
委
員
会
を

開
催
し
た
。

当
日
は
、
全
九
州
か
ら
各

地
本
・
支
部
の
中
央
委
員
が

参
集
し
、
北
九
州
支
部
か
ら

は
山
田
委
員
長
・
成
清
書
記

長
・
松
元
執
行
委
員
の
３
名

が
参
加
し
た
。

委
員
会
は
、
鎗
光
中
央
執

行
副
委
員
長
の
司
会
で
進
行

さ
れ
、
議
長
に
は
北
九
州
支

部
か
ら
成
清
書
記
長
が
選
出

さ
れ
た
。

成
清
議
長
か
ら
ス
ロ
ー
ガ

ン
（
案
）
「
団
結
・
果
敢
・

躍
動
」
が
提
起
さ
れ
、
そ
の

後
に
吉
田
中
央
執
行
委
員
長

か
ら
の
挨
拶
を
受
け
た
。

吉
田
執
行
委
員
長
は
、

「
安
全
の
確
立
」
「
組
織
強

化
・
拡
大
と
活
性
化
」
「
２

０
２
４
春
季
生
活
闘
争
」

「
今
後
の
政
策
・
政
治
活
動
」

の
４
点
に
つ
い
て
述
べ
た
。

中
央
本
部
執
行
部
か
ら
活

動
経
過
報
告
、
協
約
・
協
定

の
締
結
承
認
、
当
面
す
る
活

動
方
針
（
案
）
、
諸
規
則
の

一
部
改
正
（
案
）
、
組
合
費

の
暫
定
処
置
（
案
）
、
暫
定

予
算
（
案
）
の
提
起
を
受
け

た
。当

面
す
る
活
動
方
針
（
案
）

の
中
で
は
、
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
に
触
れ
ら
れ
、

「
１
万
円
の
純
ベ
ア
要
求
を

行
い
、
高
齢
者
層
の
賃
金
改

善
や
系
統
間
の
格
差
是
正
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
に
資
す
る
諸
手
当

の
改
善
要
求
を
行
い
、
月
例

賃
金
総
額
の
５
％
以
上
引
き

上
げ
を
目
指
す
。
ま
た
、
同

時
要
求
の
夏
季
手
当
に
つ
い

て
は
基
準
内
賃
金
の
３
．
０
ヶ

月
分
の
要
求
を
行
う
。
」
と

の
方
針
も
示
さ
れ
た
。

休
憩
後
の
質
疑
・
応
答
で

は
北
九
州
支
部
の
山
田
委
員

長
が
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
発

言
を
し
、
「
６
両
ワ
ン
マ
ン

に
お
け
る
問
題
点
、
と
り
わ

け
停
目
の
統
一
化
の
早
期
実

現
」
「
嘔
吐
物
や
動
物
死
骸

対
応
の
手
当
の
新
設
」
「
各

種
育
児
支
援
施
策
を
小
学
校

卒
業
ま
で
の
延
長
化
」
「
年

休
取
得
の
た
め
に
適
切
な
要

員
配
置
」
「
動
力
車
乗
務
員

免
許
が
18
歳
か
ら
可
能
に
な

る
こ
と
を
見
据
え
た
教
育
の

在
り
方
」
「
中
途
採
用
者
を

含
め
た
新
人
教
育
等
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
本
部
の
考
え

を
質
し
た
。

他
の
地
本
・
支
部
か
ら
も

多
く
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、

「
適
正
な
要
員
が
配
置
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
年
休
が
取

れ
な
い
ど
こ
ろ
か
特
休
や
公

休
の
呼
び
出
し
も
発
生
し
て

い
る
。
会
社
の
適
正
な
要
員

を
配
置
し
て
い
る
と
は
、
何

を
根
拠
に
言
っ
て
い
る
の
か
」

と
い
っ
た
要
員
問
題
に
つ
い

て
多
く
発
言
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

に
対
し
、
中
央
本
部
執
行
部

か
ら
回
答
し
、
そ
の
後
に
大

久
保
中
央
本
部
書
記
長
に
よ

る
集
約
答
弁
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
の
採
決
で
は
、
満

場
一
致
の
拍
手
に
よ
り
、
春

闘
方
針
を
含
む
す
べ
て
の
議

案
が
可
決
さ
れ
た
。

最
後
に
、
２
０
２
４
春
闘

を
全
組
合
員
と
そ
の
家
族
の

総
が
か
り
で
取
り
組
ん
で
い

く
決
意
を
し
、
吉
田
中
央
本

部
執
行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
中
央
委
員
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

２
月
10
日
（
土
）
に
、
北

九
州
市
小
倉
北
区
の
「
北
九

州
国
際
会
議
場
」
に
お
い
て
、

「
交
通
重
点
政
策
意
見
交
換

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
城
井
た
か
し
」

衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
福

岡
県
議
会
議
員
や
北
九
州
市

議
会
議
員
等
の
多
く
の
議
員

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ

九
州
を
始
め
と
す
る
公
共
交

通
機
関
の
現
状
を
説
明
し
、

国
・
県
・
市
町
村
な
ど
が
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き

る
か
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
の

地
域
住
民
か
ら
の
要
望
等
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。参

加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
普
段
話
を
聞
く
機
会
の
少

な
い
議
員
か
ら
の
様
々
な
意

見
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。
改

め
て
Ｊ
Ｒ
は
政
治
と
深
く
関

わ
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
た
」

等
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
定
期
委
員
会
で
は
、

春
闘
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
及
び
ポ

ス
タ
ー
の
選
出
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

残
念
な
が
ら
、
北
九
州
支

部
の
入
選
は
果
た
せ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
北
九
州
支
部
か

ら
は
31
点
も
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
ポ
ス

タ
ー
を
活
用
し
、
春
闘
勝
利

に
向
け
、
全
組
合
員
と
家
族

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
！
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2024
春
季
生
活
闘
争
方
針
決
定

ベ
ア
１
万
円
、
夏
季
手
当
3.0
ヶ
月
分
要
求

北
九
州
地
区

交
通
重
点
政
策
意
見
交
換
会
を
開
催

ＪＲ九州労組中央本部

第３６回定期中央委員会開催

２０２４春季生活闘争方針
１ 賃金引上げ要求
(1)10,000円の純ベア要求
(2)高年齢者層の賃金改善や系統間の格差是正及びワーク・ライフ・ バランス

の実現に資する諸手当の改善等の要求を行い、月例賃金総額５％以上の
引き上げを求める。

２ 賃金改善要求［３１項目］

３ 総合生活改善（ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ実現）に関する要求［１１項目］

４ 夏季手当要求
要求月数を３．０ヵ月分とする（昨年度は 2.8 ヵ月分）
・５５歳以上の社員に対して加算措置
・嘱託再雇用社員及び地域社員については社員と同月数を求める
・支払日は６月２８日（金）

春
闘
ス
ロ
ー
ガ
ン
・ポ
ス
タ
ー
決
定

博多支部 繫田 隆弘さん

勝ち取ろう明るい未来
繋げよう次世代へ
2024 春闘勝利！

博多支部 小山 一真さん

城井たかし 衆議院議員

議長に選出された
成清書記長

発言をする山田委員長


